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響について検討した。嫌気培養した Streptococcusmutans NCTC 10449 および St1i伊tococcus sanguinis A TCC 
10556 を Mi+ と ci+ 存在下 (5mM) または非存在下においてフッ化カリウム (0: コントロール， 250, 450, 
950, 20000 ppm F) に pH 7.0, 3rc にて 10 分間曝露し， 2 度の洗菌後， (1)菌体の糖代謝による pH 低下能，
(2) 短時間フッ化物曝露によって菌体に結合したフッ素量，および (3) 糖代謝時における菌体からのフッ素
イオン徐放量を，それぞれ pH メーターおよび微量フッ素イオン測定装置を用いて測定した。 S.mutans およ
び S.四'nguinis の糖代謝における pH 低下能は， Mg2+ 存在下ではそれぞれ 250-20000 ppm F および 950， 20000 
ppmF 曝露によって， Ca2+ 存在下では共に 250・20000ppm F 曝露によって，さらにニ価金属イオンの非存在下
では共に 20000ppm F 曝露によって，コントロールに比べ有意に抑制された。菌体結合フッ素量および糖代謝
後の反応液中フッ素イオン濃度は，両菌種共に， Mg2+ 存在下では曝露 F 濃度依存的に上昇し， Ca2+ 存在下で




















価金属イオン (Mg2+ 及び Ca2+) を共存させてフッ化物によるう蝕関連菌の酸産生抑制効果を評価しており，
将来の臨床応用を視野に入れた基礎的研究として本研究を遂行している。
実験では， Streptococcus mutans および Streptococcus sanguinis を Mg2+ と Ca2+ 存在下または非存在下にお
いて低~高濃度フッ化物に 10 分間曝露し， 2 度の洗菌によって余分なフッ化物を十分に洗い流した後，(1)
菌体の糖代謝による pH 低下能， (2) 短時間フッ化物曝露によって菌体に結合したフッ素量，および (3) 糖
代謝時における菌体からのフッ素イオン徐放量を測定した。結果では，糖代謝による経時的な pH 低下抑制の
程度は，菌体に結合し反応液中に徐放されたフッ素量と同じ傾向を示した。すなわち，二価金属イオン存在下
では，短時間・低濃度フッ化物曝露においても効率的に菌体にフッ素が結合・維持され，次いで，細菌の糖代
謝にともなう pH 低下により，菌体に結合していたフッ素イオンが徐放され，既に知られている様々な糖代謝
抑制効果を現すことを明らかにしている。
以上示した通り，本研究は，フッ化物の短時間曝露による菌体へのフッ素イオン結合におけるこ価金属イオ
ンの役割，そして菌体結合フッ素によるう蝕関連菌の酸産生抑制機序を明らかにした。本研究で得られた結果
は，今後，二価金属イオンのプレリンスによる効果的なフッ化物局所応用法として，低濃度フッ化物のう蝕予
防効果を高めることが期待され，小児歯科学，予防歯科学の発展に大きな貢献をするものである。よって本論
文は，博士(歯学)の学位に相応しい論文と判断する。
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